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 世界がもし１００人の村だったら  
 

左は，世界の人口を１００人にしてみたら，様々な割合がこんな人数になる

と紹介している絵本です。何年も前に出版されています。その後「食べ物編」

や「子ども編」などの続編も出ています。書かれている言葉や数字にはいろい

ろなことを教えられ，驚かされます。一部を抜粋して紹介します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界がもし１００人の村だったら，３０人が子どもで，７０人が大人です。 

そのうち 7 人が，お年寄りです。 

２０人は栄養がじゅうぶんではなく，１人は死にそうなほどです。 

でも１５人は太り過ぎです。 

１人が大学の教育を受け，２人がコンピューターをもっています。 

けれど，１４人は文字が読めません。          （第一巻より） 

世界がもし１００人の村だったら，７４人の家には電気がきています。 

そのうち３３人の家には，冷蔵庫があります。 

日本がもし１００人だったら，食べ物の仕事にたずさわる人は，１０人です。 

３人が田や畑を耕し，１人が工場で食品を加工し，３人が店で食品を売っていて， 

３人が食堂など外食の店です。 

魚をとったり，養殖したりしている人は０.００２人しかいません。 （食べ物編より） 

世界の子どもが１００人だったら， 

６人は，お父さんかお母さん，あるいはその両方が，亡くなりました 

７人は，スラムで暮らし，５人は，家族と離れて路上で暮らしています。 

１６人は，働いています。そのうち１０人は，けがや病気の危険にさらされています。 

小学校に行くのは，８７人です。 

中学校に行くのは，４０人です。 

そのうち２０人は途中でやめました。              （子ども編より） 

もし，あなたが今朝，目が覚めたとき，病気でなく健康だなと感じることができたなら，あなたは今生き残

ることのできないであろう１００万人の人たちより恵まれています。 

もし，あなたが戦いの危険や，投獄される孤独や苦悩，あるいは飢えの悲痛を一度も体験したことがないの

なら，あなたは世界の５億人の人たちより恵まれています。 

もし，あなたがしつこく苦しめられることや逮捕，拷問または死の恐怖を感じることないのなら，あなたは

世界の３０億人の人たちより恵まれています 

もし，冷蔵庫に食料があり，着る服があり，頭の上に屋根があり，寝る場所があるのなら，あなたは世界の

７５％の人たちより裕福で恵まれています。 

もし銀行に預金があり，お財布にお金があり，家のどこかに小銭が入った入れ物があるなら，あなたはこの

世界の中でもっとも裕福な上位８％のうちの１人です。              （第一巻の解説より） 
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子ども編の中には 
 

・戦火の中で暮らしている子どもがいること 

・軍隊や武装集団に加わっている子どもが相当数いること 

・大人の兵士の先に立って地雷原を歩かされている子どももいること 
 

も書かれています。そこに書かれている人数は，ロシアによるウクライナ侵攻

によって，もっと増えていると考えられますので，裏面からはあえて省きました。ウクライナの人々のこと，

特に子どもたちのことを思うと，胸が苦しくなってきます。 

日本に住んでいても，様々な不満をもつことがあります。しかし，裏面を見ると，私たちは恵まれているこ

とを改めて感じます。大学へ行く人の少なさや，コンピューターを持っている人の少なさにびっくりします。

冷蔵庫のない生活は考えられません。スラムに住む子どもや路上で暮らす子どもの多さ，働いている子どもの

多さ，学校に行けない子どもの多さに驚きます。そして今，戦火の中で暮らしている子どもがいます。 

安全で豊かな日本に住み，生活できることのありがたさを感じずにいられません。７０億人は超えているだ

ろうといわれる世界の人々の中，日本で両親が出会ってくれ，自分を生んでくれたことに感謝したい気持ちに

なります。今の自分の境遇や環境に文句や愚痴を言っている場合ではないというのが私の感想です。 

 

◆◆◆◆◆◆◆                                  ◆◆◆◆◆◆◆ 

一昨年も昨年も似たことを書いていますが，インターネットで探してみると，海外の国々と比較して，日本

のいいところがたくさん紹介されています。 

【列に並ぶ】 

  「日本だけじゃない，我が国だってちゃんと並んでいる」と主張する国もあるようです。そんな国でも，その 

列の先が，もうすぐ満員とか，もうすぐ売り切れなどと余裕がなくなると，列がぐちゃぐちゃになってしまう 

とのことです。東京の満員列車を経験すると，そのすごさに驚きますが，海外で混雑した列車に乗るストレス 

を考えると，列に並び，下りる人を優先し，順番に乗り込んでいく日本の満員電車の方が快適なのだそうです。 
 

【生で魚が食べられる】 

  日本の食べ物の安全・安心は，文化遺産にしてもいいという人さえいるようです。 

海沿いだけでなく，内陸でも新鮮な魚が生で食べられるということは世界の常識 

では考えられないそうです。ヨーロッパではスーパーマーケットで買ってきた魚 

を生で食べるのは，自殺行為だといいます。また，生食用の魚は必ず冷凍処理を 

しなければならないと法律で決められている国もあるそうです。 
 

【どこでもきれい】 

  右は香港で報道された記事です。日本が豪雨のとき，地下通路に流れ 

込んでしまった水が透き通っていたという内容です。「こんな国には 

何をしても適わない」と書いてあります。海外の国々と比べると日本 

はどこを見てもとてもきれいだといわれます。先進国といわれる国で 

もゴミは散らかって当たり前，ゴミ掃除の人がいるのだから捨てるの 

は自由という考えの人，ポイ捨てをしても罪悪感がない人が多いとい 

います。子どもたちが学校を掃除し，地域の人々が公共の場を掃除す 

るという日本の文化は，素晴らしいといわれます。 
 

【日本語がどこでも通じる】 

  日本ではどこに行っても日本語が通じて当たり前だと思いますが，フランスの首都パリでもフランス語が通じ 

  ないエリア，イギリスの首都ロンドンでも英語が通じないエリアがあるそうです。日本で日本語が通じないと 

ころはありません。日本語を指導する学校制度や学校教育のレベルの高さは海外でも評価されています。 

香港メディア 

「日本の洪水はプールのようにきれい」 


